安井 夫人 



メ. 4 區ダ 



ことば 

生ませた ので ある。 江戸 風の 化粧 をして、 江戸 詞を 

つかって、 母に 踊り をし こまれて いる。 これ はもら お 

うとした ところで 来そう にもな く、 また 好ましく もな 

い。 形が 地味で、 心の 気高い、 本 も 少し は 読む という 

娘 はない かと 思って みても、 あいにく そういう 向きの 

女子 は 一人 もない。 どれ もどれ も 平凡 きわまった 女子 

ばかりで ある。 

あちこち 迷った 末に、 翁の 選択 はとうとう 手近い 

かわ ぞぇ おおあざ 

川 添の 娘に 落ちた。 川 添 家 は 同じ 清武 村の 大字 今 泉、 

， J あざ いとこ 

小字 岡に ある 翁の 夫人の 里方で、 そこに 仲 平の 従妹が 

二人 ある。 妹娘の 佐 代 は 十六で、 三十 男の 仲 平が よめ 



はま だ 荅 がず つ と 小そう .1 ざいます」 

「出かけに 急いだ もんです から、 ほんの 少しば かリ切 

ら せて 来ました。 たくさんお 活けに なるなら、 いくら 

でも 取りに およこしな さいよ」 こう 言つ て ご 新造 は 桃 

の 枝 を わたした。 

ぉ豊 さん は それ を 受け取って、 妹に 「ここ はこの ま 

ま そっくりして おくの だよ」 と 言って おいて、 桃の 枝 

を 持って 勝手へ 立った。 

ご 新造 は あとから ついて 来た。 

たな てお ナ 

ぉ豊 さん は 台所の 棚から 手桶 をお ろして、 それ を 

ひとつるべく 

持って そばの 井戸端に 出て、 水 を 一 釣瓶 汲み込んで、 



それに 桃の 枝 を 投げ入れた。 すべての 動作が いかにも 

かいがいしい。 使命 を 含んで 来た ご 新造 は、 これなら 

ば 弟の よめに しても 早速 役に立つ だろうと 思って、 微 

笑 を 禁じ 得なかった。 下駄 を 脱ぎす てて 台所に あが つ 

たお 豊 さん は、 壁に 吊って ある 竿の 手拭いで 手 を ふい 

ている。 その そばへ ，、- J 新造が 摩り寄 つ た。 

「安井で は 仲 平にお よめ を 取る ことにな りました」 

へ きとう どうは 

劈頭に 御新造 は 主題 を 道破した。 

「まあ、 どこから」 

「およめさんで すか」 



放った。 

ぉ豊 さんの 拒絶が あまり 簡明に 発表せられ たので、 

長 倉の ご 新造 は 話の あと を 継ぐ 余地 を 見いだ す ことが 

出来なかった。 しかし これほどの 用事 を 帯びて 来て、 

それ を 二人の 娘の 母親に 話さずに も 帰られぬ と 思って、 

じき だんぱん てんまつ 

直談判 をして 失敗した 顚末 を、 川 添の ご 新造に ざ つ と 

言って おいて、 ギヤマンの コップに 注いで 出された 白 

いとま ご 

酒 を 飲んで、 暇乞い をした。 

y いき 

川 添 の ) J 新造 は 仲 平 矗厦だ つたので、 ひどく この 縁 

談の 不調 を 惜しんで、 ぉ豊 にしつ かり 言って 聞かせて 



長 倉 の ) J 新造 は 意外 の 思い をした。 どうもお 豊 さん 

がそう 急に 意 を 翻した と は 信ぜられない。 何の 話で あ 

ろうか。 こう 思いながら 音吉と 一 しょに 川 添へ 戻って 

来た。 

「お帰りが け を わざわざお 呼び戻し いたして 済み ませ 

ん。 実は 存じ 寄らぬ ことが 出来まして」 待ち構え てい 

た 川 添の ご 新造が、 戻って 来た 客の 座に 着かぬ うちに 

言った。 

「はい」 長 倉の ご 新造 は 女主 人の 顔 を まもって いる。 

「あの 仲 平さん の ご 縁談の ことで ございま すね。 わた 

くし は 願うても ない よい 先 だと 存じます ので、 ぉ豊を 



じます が、 とにかく あなたに ご 相談 申し上げ たいと 存 

くちぶ リ 

じまして」 さも 言いに くそうな 口吻で ある。 

長 倉の w J 新造 は いよい よ 意外 の 思い をした。 父 はこ 

の 話 を するとき、 「お 佐 代 は 若 過ぎる」 と 言った。 また 

「あまり 別品で な あ」 とも 言った。 しかしお 佐 代さん 

さら 

を 嫌って いるので ない こと は、 平生から わかって いる。 

多分 父 は 吊 合い を 考えて、 年が いっていて、 器量の 十 

人並みな ぉ豊 さん をと 望んだ のであろう。 それに 若く 

て 美しい お 佐 代さん が 来れば、 不足 は あるまい。 それ 

にしても 控え目で 無口な お 佐 代さん がよく そんな こと 

を 母親に 言った もの だ。 これ はとに かく 父に も 弟に も 



意外 だと 思った。 しかし 一 番 意外 だと 思った の は壻殿 

の 仲 平であった。 それ は 皆 怪訝 するとと もに 喜んだ 人 

たちで あるが、 近所の 若い 男た ち は 怪訝 するとと もに 

そね 

嫉ん だ。 そして 口々 に 「岡の 小町が 猿のと ころへ 往く」 

でん 5,6 

と 噂した。 そのうち 噂 は清武 一郷に 伝播して、 誰 一人 

怪訝せ ぬ ものはなかった。 これ は 喜び ゃ嫉 みの 交じら 

ぬた だの 怪訝であった。 

ばいしゃく 

婚礼 は 長 倉 夫婦の 媒妁 で、 まだ 桃の 花の 散らぬ う 

ちに 済んだ。 そして これまで ただ 美しい とば かり 言わ 

まゆ 

れて、 人形 同様に 思われて いたお 佐 代さん は、 繭 を 破つ 

て 出た 蛾の ように、 その 控え目な、 内気な 態度 を 脱却 



斑 竹 山 房と は 江戸へ 移住 するとき、 本国 田野 村 字 仮屋 

の 虎斑 竹 を 根 こじに して 来たからの 名で ある。 仲 平 は 

今年 四十 一、 お 佐 代さん は 二十 八で ある。 長女 須磨子 

についで、 二 女 美 保 子、 三女 登 梅 子と、 女の子ば かり 

三人 出来た が、 かりそめの 病の ために、 美 保 子が 早く 

亡くなつ たので、 お 佐 代さん は 十一になる 須磨 子と、 

五つになる 登 梅 子と を 連れて、 三 計 塾に やって来た。 

仲 平 夫婦 は 当時 女中 一人 も 使って いない。 お 佐 代 さ 

んが 飯炊き をして、 須磨 子が 買物に 出る。 須磨 子の 

ひゆう がな ま 

日向 訛りが 商人に 通ぜ ぬので、 用が 弁ぜ ず に す、》 J す) J 

帰る ことが 多い。 



お 佐 代さん は 形 ふりに 構わず 働いて いる。 それでも 

おもかげ 

「岡の 小町」 と言われた 昔の 俤 は どこ やらに ある。 

この， J ろ 黒木 孫 右衛門と いう ものが 仲 平に 逢 いに 来た。 

おび そとうら 

もと 飫肥外 浦の 漁師で あつたが、 物産 学に くわしいた 

め、 わざわざ 召し出されて 徒士 になった 男で ある。 お 

佐 代さん が 茶 を 酌んで 出して おいて、 勝手へ 下がった 

こうかい 

の を 見て 狡獪 なよう な、 滑稽な ような 顔 をして、 孫 右 

衛 門が 仲 平に 尋ねた。 

「先生。 只今の は ご 新造 さまで ござります か」 

てんぜん 

「さよう。 妻で」 恬然と して 仲 平 は 答えた。 

「は あ。 ご 新造 さま は 学問 をな さりました か」 



えの 大小 を 挿し、 菅笠 を かむ り 草鞋 を はくと いう 支度 

である。 旅から 帰る と、 三十 一 になる お 佐 代さん が は 

じめ て 男子 を 生んだ。 のちに 「岡の 小町」 そっくりの 

きんぶんし ようしょ 

美男に なって、 今 文 尚 書 二十 九篇で 天下 を 治めよう 

と. つ ぞう 

と 言った 才子の 棟 蔵で ある。 惜しい ことに は、 二十 二 

ぼうしゃ 

になった 年の 夏、 暴瀉で 亡くなった。 

中 一年お いて、 仲 平 夫婦 は 一時 上 邸の 長屋に 入って 

ばんちょう そで ふり ざ か 

いて、 番町袖 振 坂に 転居した。 その 冬お 佐 代さん が 

三十 三で 二人目の 男子 謙 助 を 生んだ。 しかし 乳が 少ぃ 

ぞうしが や なぬし かた 

ので、 それ を 雑 司 谷の 名主 方へ 里子に やった。 謙 介 は 

成長して から 父に 似た 異相の 男に なった が、 後日 安東 
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